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懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
2
0
0
9

(
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
文
学
部
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー

二
O
O九
年
二
月
二
八
日
発
行
)

中
井
竹
山
の
子
女
に
つ
い
て

ー
『
箕
陰
集
』

懐
徳
堂
の
第
四
代
学
主
で
あ
っ
た
中
井
竹
山
(
一
七
三

O
年
1
一
人

O
四
年
)
は
、

じ
ゅ
ん

革
島
順
(
貞
淑
、
一
七
四
一

1
一
七
八
九
)
と
の
聞
に
多
く
の
子
女
を
設
け
た
。
し
か

し
そ
の
多
く
は
天
逝
し
、
成
人
し
た
の
は
四
男
蕉
園
(
一
七
六
七

1
一
八

O
三
。
懐
徳

堂
預
人
)
・
七
男
碩
果
(
一
七
七
一

1
一
八
四

O
。
懐
徳
堂
教
授
。
中
井
天
生
・
終
子
の

曽
祖
父
)
・
季
女
万
自
(
綴
と
も
。
一
七
七
七

1
一
八

O
三
。
並
河
尚
誠
に
嫁
し
寒
泉

ら
を
生
む
。
天
生
の
曽
祖
母
)
の
二
男
一
女
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の

余
の
竹
山
の
子
女
が
何
人
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
未
だ
定
説
が
な
い
。
な
お
竹
山
に
は

順
の
ほ
か
に
妻
妾
は
知
ら
れ
な
い
。

そ
も
そ
も
根
本
資
料
と
な
る
べ
き
竹
山
「
貞
淑
婦
壌
誌
」
(
第
二
次
新
田
文
庫
F
四

「
中
井
家
歴
代
裏
事
録
」
お
よ
び
竹
山
の
詩
文
集
『
実
陰
集
』
に
収
)
は
、
順
に
つ
い

て
「
前
後
十
余
産
。
」
と
し
か
述
べ
て
お
ら
ず
、
ま
た
た
と
え
ば
「
介
庵
先
生
枢
」
(
第

二
次
新
田
文
庫
F
肘
)
に
も
「
先
生
(
蕉
園
)
兄
弟
十
余
人
、
皆
早
世
、
季
弟
独
存
。
」

と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。

竹
山
の
没
後
に
丸
川
松
陰
が
撰
し
た
と
い
う
竹
山
の
壊
誌
(
「
中
井
家
歴
代
裏
事
録
」
)

は
「
配
革
島
氏
、
生
九
男
四
女
。
」
「
季
女
帰
並
河
尚
誠
、
生
二
男
一
女
而
亡
。
」
と
し

て
「
九
男
四
女
」
と
い
う
人
数
を
は
じ
め
て
記
す
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
竹
山
の
娘
は

玉
名
い
た
と
思
わ
れ
、
松
陰
の
情
報
に
は
疑
問
が
残
る
。
蕉
園
の
墳
誌
(
「
中
井
家
歴

代
褒
事
録
」
)
に
「
先
生
同
胞
九
男
四
女
、
存
其
唯
一
弟
曽
縮
。
」
と
、
碩
果
の
壌
誌
(
同
)

を
中
Jし、

井

上

了

に
「
兄
弟
十
三
人
」
と
あ
る
の
も
こ
れ
と
同
系
の
情
報
で
あ
ろ
う
。

西
村
碩
園
『
懐
徳
堂
考
』
が

竹
山
は
京
都
西
岡
の
革
島
氏
を
要
り
て
、
九
男
四
女
を
生
み
し
に
、
何
れ
も
夫
折

し
て
、
二
男
一
女
の
み
育
ち
し
が
、
革
島
氏
は
竹
山
に
先
ち
て
没
し
き
、
二
男
は

第
四
子
の
蕉
園
と
、
第
七
子
の
碩
果
と
に
し
て
、
蕉
園
は
先
に
没
せ
し
よ
り
、
碩

果
家
を
継
ぎ
、
一
女
は
並
河
尚
誠
に
適
け
り
、
即
ち
並
河
寒
泉
の
母
な
り
。
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と
す
る
の
も
竹
山
壌
誌
に
由
来
す
る
説
で
中
井
天
生
が
伝
え
た
情
報
だ
と
思
わ
れ
る
。

『
懐
徳
堂
考
』
は
ま
た
履
軒
に
つ
い
て

履
軒
初
め
革
島
氏
を
要
り
し
が
先
き
に
没
し
、
一
男
一
女
も
亦
夫
せ
り
、
継
ぎ
て

中
村
氏
を
要
り
し
に
、
故
あ
り
て
大
帰
せ
り
、
其
の
出
に
一
男
あ
り
、
即
ち
柚
固

な
り
。

と
も
す
る
が
、
こ
れ
は
履
軒
墳
誌
に
「
配
革
島
氏
、
先
卒
、
有
一
男
一
女
、
亦
早
世
。

再
要
中
村
氏
、
生
男
環
、
承
販
後
。
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
も
の
か
。
要
す
る
に
『
懐

徳
堂
考
』
に
従
え
ば
、
竹
山
の
子
は
十
三
人
(
う
ち
二
男
一
女
が
成
人
)
、
履
軒
の
子



は
三
人
(
う
ち
一
男
が
成
人
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
っ
ぽ
う
小
堀
一
正
「
懐
徳
堂
と
中
井
家
と
」
(
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
『
中
井
竹

山
・
中
井
履
軒
』
明
徳
出
版
社
、
一
九
八

O
年
)
に
は

竹
山
の
子
は
十
一
人
で
あ
っ
た
と
も
五
男
四
女
で
あ
っ
た
と
も
い
う

と
あ
っ
て
異
伝
の
存
在
を
伝
え
る
。

繰
り
返
す
が
、
竹
山
の
娘
は
少
な
く
と
も
五
人
お
り
、
男
女
あ
わ
せ
て
十
四
人
以
上
.

ミ

ワ

の
子
が
竹
山
に
は
い
た
と
思
わ
れ
る
(
左
図
)
。
ま
た
履
軒
と
革
島
三
輪
(
貞
曜
、
の

ち
貞
耀
)
と
の
聞
に
は
一
男
一
女
の
他
に
も
う
一
男
が
お
り
、
継
室
中
村
氏
と
の
聞
に

設
け
た
柚
園
と
あ
わ
せ
て
履
軒
に
は
す
ぐ
な
く
と
も
四
人
の
子
が
い
た
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
天
生
や
碩
園
の
所
言
は
信
じ
ら
れ
な
い
。

そ
も
そ
も
、
天
生
・
終
子
ら
の
手
許
に
は
す
で
に
竹
山
の
子
女
に
関
す
る
正
確
な
情

報
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
彼
ら
が
整
理
し
た
中
井
家
・
並
河
家
の
系
図
が

中
井
竹
山

⑫⑬⑫⑪⑮⑨③φφφ@φφφ 
玉九八四七六五四三次三長次長
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27 2 3 2 70 8 2 37 1 2 2 1 1 1 

革
島
順

一
七
五
六
)

一
七
五
八
)

一
七
六
二

一
七
六
二

1
一
七
六
三
)

一
七
六
四

1
一
七
六
五
)

一
七
六
六
)

一
七
六
七

1
一
八

O
三
)

一
七
六
八

1
一
七
六
九
)

一
七
七

0
1
一
七
七
七
)

一
七
七
一

1
一
八
四

O
)

一
七
七
二

1
一
七
七
三
)

一
七
七
四

1
一
七
七
六
)

一
七
七
五

1
一
七
七
六
)

一
七
七
七

1
一
八

O
三
)

第
二
次
新
国
文
庫
に
複
数
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
相
五
に
は
矛
盾
も
見
ら
れ
、
確
実
な
家

伝
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
壌
誌
や
『
箕
陰
集
』
な
ど
か
ら
二
次
的
な
復
元
を
試
み
た
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。
中
井
家
の
墓
所
で
あ
る
誓
願
寺
に
も
竹
山
の
子
女
に
つ
い
て
の
情

報
は
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
ひ
と
ま
ず
竹
山
の
漢
詩
文
集
『
箕

陰
集
』
に
よ
っ
て
基
礎
的
な
確
認
を
行
い
、
『
懐
徳
堂
考
』
や
『
懐
徳
堂
紀
年
』
な
ど

の
誤
り
を
た
だ
し
て
お
き
た
い
。
履
軒
の
詩
文
な
ど
に
よ
っ
て
追
加
す
べ
き
情
報
も
な

お
存
す
る
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。

竹
山
の
長
男
(
第
1
子
)

(
一
七
五
六
i
一
七
五
六
)

『
箕
陰
集
』
詩
集
の
う
ち
「
傷
元
児
」
に
「
吾
生
二
十
七
、
掌
珠
初
特
一
。
」
と
あ

る
。
す
な
わ
ち
竹
山
は
、
そ
の
二
十
七
歳
、
宝
暦
六
年
に
第
一
子
を
失
っ
た
。
後
に
掲

げ
る
「
祭
阿
蘇
児
文
」
に
「
初
三
子
之
生
、
皆
不
出
其
歳
而
亡
。
」
と
あ
る
の
で
、
こ

の
子
を
含
む
竹
山
の
第
一
子
か
ら
第
三
子
ま
で
は
全
て
、
生
年
の
う
ち
に
死
亡
し
た
こ

と
と
な
る
。
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第
二
次
北
山
文
庫
『
懐
徳
堂
紀
年
』
宝
暦
五
年
(
一
七
五
五
)
冬
に
「
竹
山
挙
児
元

吉
、
不
育
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
五
年
」
は
「
六
年
」
の
誤
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も

「
貞
淑
婦
墳
誌
」
に
よ
れ
ば
、
順
が
竹
山
が
嫁
い
だ
の
は
宝
暦
六
年
と
な
る
。
ま
た
『
懐

徳
堂
紀
年
』
の
「
不
育
」
は
「
旬
余
而
夫
」
を
塗
抹
訂
正
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
「
傷

元
児
」
詩
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
天
生
ら
が
『
食
陰
集
』
を
資
料
と
し
て
用
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。
竹
山
・
順
の
聞
に
は
、
結
婚
の
年
の
盛
冬
に
長
子
が
生
ま
れ
、
生

後
十
日
あ
ま
り
で
死
亡
し
た
も
の
と
な
る
。

傷
元
児
(
『
箕
陰
集
』
詩
集
)

一酢釦一
J

ム
い
か
、
掌
珠

hw得
一
。
生
誕
当
跡
ん
や
、
嵯
而
蒲
柳
之
質
。
新
試
蘭
湯
罷
、



巳
結
腹
心
疾
。
愛
重
長
且
児
、
展
昏
慎
撫
刷
。
不
在
慈
姐
懐
、
乃
依
阿
母
膝
。
量

。。

飢
戒
乳
晴
、
何
時
間
参
求
。
闇
門
事
護
視
、
旬
余
不
盟
櫛
。
嘆
息
医
和
去
、
回
生

寛
無
術
。
空
憶
懸
孤
辰
、
喜
色
眉
頭
溢
。
親
朋
争
慶
賀
、
歓
笑
接
堂
室
。
酒
鰻
席

間
陳
、
綬
棚
箱
裡
実
。
因
祝
日
長
成
、
抜
笑
要
梨
栗
。
幾
時
学
語
言
、
何
年
把
紙

筆
。
箕
業
能
相
続
、
冠
昏
志
願
畢
。
期
望
何
太
早
、
一
朝
為
異
物
。
家
人
具
小
枢
、

昏
向
粛
寺
出
。
父
子
与
祖
孫
、
天
地
長
相
失
。
取
県
泣
守
空
林
、
通
宵
声
明
酬
明
。
当

吾
少
壮
時
、
非
無
熊
夢
士
ロ
。
所
傷
垂
白
親
、
閑
却
含
錫
目
。

丙
子
冬
抄
示
三
宅
文
人
(
『
食
陰
集
』
詩
集
)

0

0

0

0 

歳
曇
嵯
吾
病
且
貧
、
更
堪
喪
子
一
候
痕
新
。
由
来
同
調
諾
斯
況
、
唯
有
東
家
宅
丈

人。

貞
淑
婦
墳
誌
(
『
実
陰
集
』
文
集
・
「
中
井
家
歴
代
裏
事
録
)

婦
名
順
、
姓
草
島
氏
、
洛
師
西
岡
革
島
巴
人
。
世
為
著
姓
。
其
先
佐
竹
氏
。
文
治

中
受
鎌
府
語
、
避
遮
於
此
、
因
以
氏
駕
。
其
葡
仕
足
利
氏
、
食
近
邑
。
織
田
氏
時
、

以
功
任
肥
前
守
。
食
邑
益
多
。
及
豊
臣
氏
興
、
失
封
家
居
。
至
曽
大
父
融
和
居
士
、

称
瀬
左
衛
門
。
猶
豪
於
郷
邦
。
大
父
蚤
貫
。
父
兵
庫
名
幸
源
、
承
重
。
批
為
桑
名

氏
、
以
寛
保
紀
元
辛
酉
歳
生
。
十
有
六
歳
帰
予
子
大
阪
。
逮
事
男
三
年
、
能
得
膿

心
。
事
姑
三
十
年
、
敬
愛
兼
至
。
姑
氏
無
官
噌
好
、
甚
愛
酒
。
以
微
醸
為
娯
。
乃

日
棟
甘
重
、
割
切
烹
任
、
期
服
其
労
。
物
錐
微
、
而
未
嘗
失
薪
火
之
候
。
姑
氏
欣

然
下
箸
。
姑
晩
患
末
疾
、
長
夜
侍
養
益
謹
。
或
忘
寝
食
、
汚
楊
衣
物
、
手
自
瀞
濯
。

及
残
、
哀
号
不
巳
。
又
痛
念
予
老
市
執
喪
、
軒
粥
競
茄
之
食
、
加
意
致
味
、
凡
祭

杷
賓
客
之
韻
、
委
積
蓋
蔵
之
備
、
裁
縫
補
綴
之
業
、
悉
力
経
営
。
雄
祁
寒
盛
暑
、

未
嘗
悌
弛
。
夜
必
視
鏑
、
戒
燭
寵
、
無
憾
而
後
就
寝
。
蝉
僕
往
往
不
令
而
従
。
家

素
清
饗
、
務
行
節
倹
、
佐
予
以
勤
敏
、
使
予
専
カ
乎
厚
務
。
不
復
留
意
於
家
事
。

私
親
或
贈
締
仇
布
島
、
挙
以
奉
家
長
、
給
諸
子
、
不
敬
白
用
。
積
久
資
装
空
閥
、

情
知
也
。
交
親
期
、
不
失
薙
和
。
遇
衆
隷
、
成
有
思
意
。
四
方
開
業
於
予
、
来
寓

者
、
随
宜
接
待
、
宿
食
之
節
、
皆
能
称
其
意
。
至
幼
学
輩
、
撫
之
尤
昂
。
有
疾
者
、

薬
餌
調
護
、
必
極
其
力
。
其
母
寡
而
病
、
予
迎
養
。
文
取
其
幼
弟
甥
女
、
鞠
之
如

0

0

0

0

0 

所
生
。
知
予
喜
賞
民
間
孝
義
、
傾
意
佐
之
、
或
先
聞
而
悠
憩
駕
。
前
後
十
余
産
、

初
連
不
育
。
人
或
進
祈
穣
之
説
、
善
奉
予
訓
、
雄
不
学
、
而
心
暁
其
非
、
耳
若
不

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

開
。
男
女
子
三
。
長
名
曽
弘
。
次
名
曽
縮
。
皆
既
冠
。
季
女
名
刀
自
。
未
及
算
数

0

0

0

0 

歳
。
其
余
皆
旗
。
平
日
厳
督
諸
子
、
未
嘗
以
夫
折
之
多
市
仮
借
鷲
。
砥
恐
其
成
立

不
及
人
。
寛
政
紀
元
己
酉
三
日
、
嬰
篤
疾
。
四
月
朔
、
寛
亡
。
享
年
四
十
有
九
。

其
端
在
府
下
誓
願
寺
先
坐
之
次
。
私
龍
日
貞
淑
。

竹
山
の
次
男
(
第
2
子
)
(
一
七
五
八
i
一
七
五
八
)
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次
い
で
「
妻
満
月
安
達
共
之
偶
寄
宜
男
草
既
而
挙
児
因
喜
賦
謝
」
(
詩
集
)
に
よ
っ

て
竹
山
次
男
の
誕
生
を
知
る
。
こ
の
子
も
生
年
の
内
に
死
亡
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
「
先

君
子
胎
範
先
生
行
状
」
(
文
集
)
に
「
孫
男
二
、
倶
夫
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
次
男
は

整
庵
が
没
し
た
宝
暦
八
年
六
月
十
七
日
ま
で
に
死
亡
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宝
暦

六
年
冬
に
長
男
が
生
ま
れ
て
お
れ
ば
、
翌
年
春
に
次
男
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
不
可
能
で

あ
り
、
こ
の
次
男
は
宝
暦
八
年
の
春
に
生
ま
れ
た
も
の
と
な
る
。
な
お
『
箕
陰
集
』
詩

集
の
「
和
東
庵
央
児
韻
」
三
首
も
長
男
ま
た
は
次
男
の
死
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。

妻
満
月
安
達
共
之
偶
寄
宜
男
草
既
而
挙
児
因
喜
賦
謝
共
之
、
堂
名
優
機
。

(
『
箕
陰
集
』
詩
集
)

0

0

0 

一
束
宜
男
緑
葉
春
、
今
朝
喜
看
掌
珠
新
。
祝
児
長
記
生
物
兆
、
要
似
優
辞
知
玉

人。



和
東
庵
央
児
韻
(
『
箕
陰
集
』
詩
集
)

幾
度
懸
弧
慶
、
都
為
砕
玉
哀
。
郵
家
千
載
恨
、
天
意
意
悠
哉
。

其
二

鵬
梅
一
夜
花
、
寒
庭
影
賠
潔
。
怪
来
入
春
零
、
知
是
半
校
雪
。

其
三

閑
居
哀
絶
調
、
撹
涙
勧
加
餐
。
半
百
期
雄
晩
、
有
身
何
所
難
。

竹
山
の
長
女
(
第
3
子
)
(
一
七
六

-s
一
七
六
ご

『
実
陰
集
』
詩
集
「
傷
幼
女
」
六
首
(
宝
暦
十
一
年
)
に
て
傷
ま
れ
て
い
る
「
幼
女
」

が
竹
山
の
長
女
で
第
三
子
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
長
女
も
生
年
の
内
に
死
亡
し
た
が
、
生

後
「
七
月
」
は
生
存
し
て
い
る
の
で
、
宝
暦
十
一
年
の
前
半
に
生
ま
れ
、
同
年
の
後
半

に
死
亡
し
た
も
の
と
な
る
。

傷
幼
女
(
『
葉
陰
集
』
詩
集
)

0

0

0

0 

市
生
七
月
沈
痢
迫
、
薬
石
空
具
意
自
迷
。
急
呼
醇
酎
糠
腸
熱
、

時。

己
聴
家
人
環
枕

其
二

孤
抱
早
期
桃
李
求
、
百
年
苦
楽
一
朝
休
。
偏
痛
老
慈
空
楊
夜
、
含
錫
遺
愛
不
耐

レヘ。
d
z
q 

其
三

阿
母
呑
声
起
整
衣
、

帰。

一
耀
香
火
小
扉
因
。
未
解
盤
中
梨
栗
味
、
痴
魂
応
向
乳
頭

其
四

児
死
曽
知
追
伯
道
、
女
己
不
得
学
中
郎
。
自
今
無
意
熊
蛇
夢
、

一
枕
唯
添
一
断

I第

其
五

眼
看
橋
骨
没
榛
荊
、
天
性
何
人
間
軽
重
。
夷
甫
当
年
無
卓
識
、
漫
文
凡
聖
説
鍾

情。

其
六

昇
平
生
歯
逐
年
多
、
不
有
鷹
亡
若
老
何
。
夫
人
寿
我
真
私
計
、
余
地
憐
而
留
与

他。竹
山
の
三
男
(
第
4
子
)
阿
蘇
(
一
七
六
二

i
一
七
六
三
)

『
箕
陰
集
』
詩
集
「
加
藤
清
叔
唯
有
両
女
予
得
両
児
一
女
皆
夫
今
葱
壬
午
七
月
各
挙

児
寄
此
志
喜
」
の
詩
題
よ
り
、
宝
暦
十
二
年
(
一
七
六
二
)
七
月
に
ま
た
男
児
(
第
四

子
で
三
男
)
を
得
た
こ
と
、
そ
れ
ま
で
の
二
男
一
女
は
す
べ
て
死
亡
し
て
い
た
こ
と
を

知
る
。
ま
た
「
祭
阿
蘇
児
文
」
に
「
汝
二
兄
一
姉
、
己
短
折
於
往
。
汝
阿
蘇
亦
夫
没
於

今
。
」
「
初
三
子
之
生
、
皆
不
出
其
歳
而
亡
。
独
汝
能
職
歳
。
」
と
あ
る
の
で
、
宝
一
暦
十

三
年
ま
で
に
竹
山
は
三
男
一
女
を
得
た
が
二
男
一
女
は
す
べ
て
年
内
に
死
亡
し
た
こ

と
、
第
四
子
(
三
男
)
阿
蘇
の
み
が
職
年
し
て
翌
年
三
月
に
死
亡
し
た
こ
と
を
確
認
で

き
る
。
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は
じ
め
て
得
た
健
康
な
男
児
を
、
竹
山
夫
妻
の
み
な
ら
ず
竹
山
の
母
も
溺
愛
し
て
い

た
ら
し
く
、
急
病
死
し
た
阿
蘇
へ
の
祭
文
に
は
、
彼
ら
の
絶
望
と
悲
哀
の
様
が
具
体
的

に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
「
我
姐
働
突
、
自
恨
死
之
不
汝
先
、
」
や
「
汝
母
漉
乳
、
与
一
夜
倶

遊
。
欲
与
汝
同
死
、
抱
汝
以
入
地
。
」
な
ど
の
句
は
悲
痛
を
極
め
る
が
、
竹
山
の
母
(
植

村
恥
)
は
結
局
七
十
四
歳
の
長
寿
を
保
ち
、
十
入
人
の
孫
の
う
ち
十
四
人
に
先
立
た
れ

た。



加
藤
清
叔
唯
宥
両
女
予
得
両
児
一
女
皆
夫
今
蕊
壬
午
七
月
各
挙
児
寄
此
志
喜

(
『
箕
陰
集
』
詩
集
)

得
女
無
男
耐
悩
意
、
夫
男
喪
女
更
傷
神
。

人。

一
園
草
木
堆
床
帳
、
今
日
間
為
有
後

其
二

0

0

0 

豚
犬
猶
期
箕
付
業
、
龍
駒
尤
祝
発
家
声
。
懸
弧
共
及
中
元
節
、
不
用
銀
盤
弄
化

生。

祭
阿
蘇
児
文
(
『
箕
陰
集
』
文
集
)

嶋
呼
汝
阿
蘇
。
有
生
必
有
死
、
維
物
之
常
。
修
短
夫
寿
、
皆
天
也
。
異
容
喜
悲
於

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

其
問
。
然
均
之
天
也
。
汝
二
兄
一
姉
、
巳
短
折
於
往
。
汝
阿
蘇
亦
夫
没
於
今
。
胡

0

0

0

0

0

0 

笹
川
一
人
従
其
修
鴬
。
胡
無
一
人
為
其
寿
駕
。
吾
不
能
無
惑
失
。
初
三
子
之
生
、
皆

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

不
出
其
歳
而
亡
。
独
汝
能
臆
歳
、
豊
肌
健
晴
、
無
徴
疾
可
指
。
家
人
皆
日
「
今
而

得
真
児
突
。
」
外
人
余
目
、
「
子
慶
始
得
後
失
。
」
我
亦
信
其
然
、
鍾
愛
特
至
。
誼

図
暴
疾
不
可
薬
、
両
日
夜
而
逝
。
汝
猶
若
此
、
雌
有
継
出
乎
。
益
不
可
侍
、
我
姐

働
問
犬
、
自
恨
死
之
不
汝
先
、
老
而
擢
斯
凶
。
汝
母
漉
乳
、
与
涙
倶
遊
。
欲
与
汝
同

死
、
抱
汝
以
入
地
。
我
居
其
両
問
、
上
慰
下
喰
、
口
雄
不
量
一
回
、
心
実
如
割
。
鳴
呼
、

自
汝
之
生
、
我
姐
聾
汝
母
、
日
夕
所
営
為
、
莫
非
汝
事
。
汝
在
母
腹
、
則
姐
為
製

枕
会
。
汝
侍
姐
膝
、
則
母
為
裁
嬬
繍
。
先
春
作
春
衣
、
先
夏
作
夏
衣
、
長
短
寛
搾
、

相
議
相
謀
。
量
鱗
較
寒
、
夙
晴
夜
衣
、
求
苛
伺
療
、
更
抑
迭
掻
。
偶
勝
戯
玩
、
争

陳
以
供
抜
笑
。
我
之
与
汝
叔
、
雄
男
職
之
不
暇
、
時
亦
助
其
労
。
今
而
後
百
事
頓

廃
、
宜
乎
其
難
為
情
。
鳴
平
、
使
汝
幸
而
寿
、
或
頑
率
無
行
、
辱
其
先
、
則
不
知

死
之
久
失
。
安
知
非
天
恵
先
徳
、
蚤
除
不
肖
子
。
雄
然
父
子
之
情
、
慮
不
及
此
。

溺
愛
之
愚
、
唯
望
其
成
立
。
常
祝
汝
能
言
、
先
教
之
唯
、
呼
姐
呼
爺
嬢
。
何
日
能

行
、
何
日
能
食
、
三
歳
而
卯
、
五
歳
而
袴
、
八
歳
而
外
、
諦
督
帥
礼
。
汝
能
読
書
、

乃
伝
以
家
学
。
汝
修
文
辞
、
則
有
汝
叔
在
。
汝
学
字
画
、
則
有
吾
君
券
在
。
汝
学

園
詩
、
則
有
吾
子
常
在
。
凡
社
友
之
良
、
可
則
可
倣
、
文
行
日
敦
。
既
冠
既
昏
、

既
挙
其
子
、
先
男
邪
女
邪
ρ

見
卵
而
求
時
夜
、
昔
人
所
噛
。
何
我
大
早
計
。
万
不

可
償
一
。
汝
忽
然
為
異
物
。
抑
汝
幸
而
才
成
行
立
、
若
無
香
文
之
寿
、
亦
不
知
死

之
趨
失
。
使
汝
弱
而
死
平
、
遺
字
在
優
、
残
篇
在
机
、
我
視
之
、
量
今
日
之
比
哉
。

使
汝
壮
而
死
乎
、
少
麓
在
室
、
朝
働
タ
号
、
姑
婦
相
持
、
惨
不
可
言
。
使
汝
強
而

死
乎
、
幼
孤
満
前
、
顛
顕
何
佑
、
我
亦
老
且
死
、
家
随
流
離
。
今
汝
之
夫
、
実
我

之
幸
。
毎
遅
一
歳
、
親
当
加
二
茨
。
哀
哉
哀
哉
。
我
言
止
此
。
至
痛
在
心
、
辞
不

能
文
、
句
不
能
韻
。
柳
伸
臆
臆
、
以
告
漠
漠
。
汝
未
能
言
、
何
解
我
文
。
然
死
者

有
霊
、
請
諦
此
善
一
面
、
以
見
汝
祖
於
地
下
。
汝
祖
必
畑
、
汝
来
之
速
。
而
諒
我
言
之
切
。

乃
実
汝
枢
、
以
香
一
娃
菓
一
宣
。
汝
雄
未
暗
臭
味
也
、
強
為
我
饗
。
笑
来
三
月

竹
山
の
次
女
(
第
5
子
)
阿
総
こ
七
六
四
5
一
七
六
五
)
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『
実
陰
集
』
詩
集
「
生
女
自
龍
」
に
「
竹
山
無
嗣
」
と
あ
り
、
明
和
元
年
に
竹
山
が

i

ま
た
女
児
を
得
た
こ
と
、
お
よ
び
こ
の
時
点
で
竹
山
に
男
子
が
生
存
し
て
い
な
い
こ
と

0

0

0

0 

が
確
認
で
き
る
。
ま
た
「
甲
申
仲
夏
予
挙
女
児
常
以
国
詩
見
賀
併
恵
描
金
雪
竹
杯
因
歌

此
一
関
以
和
謝
」
と
の
詩
題
に
よ
っ
て
こ
の
女
児
の
生
年
月
が
確
認
さ
れ
る
。
翌
明
和

二
年
十
月
十
八
日
の
詩
で
竹
山
は
「
予
連
夫
五
子
」
と
題
し
て
お
り
(
後
述
)
、
こ
の

次
女
は
そ
れ
ま
で
に
死
亡
し
て
い
た
ら
し
い
。

と
こ
ろ
で
明
和
元
年
と
は
、
竹
山
が
妻
の
実
家
で
あ
る
葛
野
草
島
家
へ
一
年
ほ
ど
滞

在
し
て
そ
の
財
政
を
立
て
直
し
た
、
そ
の
出
発
の
年
で
も
あ
る
。
『
西
岡
集
』
(
明
和
元

。

年
八
月
八
日
序
)
の
回
目
頭
に
「
携
妻
子
赴
西
岡
舟
中
即
事
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
の
を

信
ず
れ
ば
、
阿
紙
は
明
和
元
年
八
月
に
竹
山
夫
妻
と
共
に
葛
野
へ
向
か
っ
た
こ
と
と
な

る
。
『
西
岡
集
』
に
は
ま
た
「
予
連
産
四
子
皆
夫
今
謹
二
月
季
女
昨
船
嬰
疾
以
酌
恥
一
J



0 日
又
鷹
意
忽
忽
不
楽
廃
絶
筆
研
問
寓
西
岡
閲
旧
詩
巻
止
於
二
月
五
日
作
乃
側
然
得
一

絶
」
と
題
す
る
詩
も
あ
り
、
「
阿
総
」
の
名
と
四
月
二
日
と
い
う
没
日
が
確
認
で
き
る
。

阿
赫
は
明
和
元
年
五
月
生
、
翌
二
年
四
月
没
と
な
る
。

な
お
『
懐
徳
堂
紀
年
』
明
和
元
年
(
一
七
六
四
)
五
月
に
「
竹
山
挙
女
。
」
と
あ
る
。

生
女
自
虐
(
『
実
陰
集
』
詩
集
)

竹
山
無
嗣
意
睦
朕
陀
、
生
女
何
由
喜
色
多
。
試
思
辱
祖
傾
門
事
、
未
必
熊
熊
勝
理

ム
[
レ
旬
。

品
附
u
F

甲
申
仲
夏
予
挙
女
児
常
以
国
詩
見
賀
併
恵
描
金
雪
竹
杯
因
歌
此
一
闘
以
和
謝

(
『
実
陰
集
』
詩
集
)

居
士
好
飲
有
寛
腸
、
此
来
嚢
馨
不
能
常
。
有
時
交
務
載
酒
過
、
恨
対
聖
賢
持
破
航
。

錦
里
故
人
情
意
深
、
藤
筆
一
幅
寄
清
吟
。
加
遺
雪
竹
朱
繁
華
、
雪
装
抹
銀
竹
描
金
。

意
謂
賀
我
理
蛇
吉
、
歳
寒
非
復
蒲
柳
質
。
詞
高
器
美
不
相
下
、
頓
看
看
輝
照
蓬
事
。

此
物
交
錯
盛
香
麹
、
一
場
能
可
一
飲
餅
。
愛
翫
細
推
言
外
意
、
寄
托
深
遠
多
酒
蓄
。

雪
期
岐
潔
肌
膚
麗
、
竹
祝
堅
貞
風
操
属
。
其
朱
孔
陽
勧
為
裳
、
金
性
従
革
警
専
制
。

酒
徳
由
来
並
女
徳
、
閏
樟
応
慎
中
韻
職
。
領
略
微
旨
喜
無
窮
、
何
麹
献
酬
生
気
色
。

除
却
良
会
暢
飲
時
、
十
襲
珍
蔵
戒
摘
勝
。
女
児
長
大
子
帰
目
、
挙
比
一
一
臨
終
口
胎
。

予
連
産
因
子
皆
夫
今
蕗
二
月
季
女
阿
綿
嬰
疾
以
四
月
二
日
又
蕩
意
忽
忽
不
楽

廃
絶
筆
研
間
寓
西
岡
関
旧
詩
巻
止
於
二
月
五
日
作
乃
側
然
得
一
一
絶
(
『
西
岡

集
』
)

一
自
阿
紙
病
且
亡
、
閑
筆
累
月
閥
篇
章
。
受
刃
割
来
何
太
応
、
愁
腸
断
尽
乃
詩

毎
朝
。

竹
山
の
三
女
(
第
6
子
)
布
美
二
七
六
六
)

明
和
二
年
、
竹
山
妻
と
履
軒
妻
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
妊
娠
し
て
い
た
が
、
こ
の
う
ち
履

軒
妻
が
先
に
男
児
を
出
産
し
た
(
明
和
二
年
十
月
十
八
日
)
。
竹
山
は
、
弟
の
長
子
誕

生
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
七
言
玉
首
を
詠
ん
で
い
る
。

予
連
矢
玉
子
弟
処
叔
未
有
子
家
慈
忽
忽
不
楽
今
蕊
梯
似
同
有
身
梯
以
十
月
十

八
日
挙
男
賦
此
志
喜
(
『
箕
陰
集
』
詩
集
)

慈
闇
頻
負
含
錫
楽
、
吉
夢
不
論
熊
与
蛇
。
巳
向
旧
枝
函
桂
子
、
且
於
新
腕
吐
蘭

叫牙。

其
二

老
慈
昧
爽
呼
長
婦
、
藁
草
忙
伝
少
婦
闇
。
昆
弟
蹄
曙
天
色
白
、
巴
聞
弧
爾
一
声

時。
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其
三

快
調
驚
雛
初
出
殻
、
意
危
未
敢
問
雌
雄
。
家
人
忽
唱
懸
弧
字
、
件
躍
直
将
凌
上

寄。

其
四

乙
酉
十
月
十
八
日
、
履
軒
幽
人
題
奔
意
。
誰
知
天
地
純
陰
候
、
先
向
家
庭
復
一

陽。

其
五

阿
弟
掌
中
珠
得
一
、
乃
兄
心
裏
喜
無
双
。
欲
仮
文
詩
発
鋒
尽
、
世
間
何
有
筆
知

紅。

な
お
こ
の
男
児
(
履
軒
の
長
男
)
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
翌
安
永
二
年
の
冬
ま
で

に
は
死
亡
し
て
い
た
ら
し
い
。



遅
れ
て
竹
山
妻
は
、
翌
明
和
三
年
の
正
月
二
十
八
日
に
女
児
(
布
美
、
竹
山
の
三
女

で
第
六
子
)
を
出
産
し
た
が
、
こ
れ
も
同
年
十
一
月
二
十
七
日
に
死
亡
し
て
い
る
。

『
箕
陰
集
』
文
集
「
女
布
量
一
穴
埋
銘
」
に
「
我
三
男
二
女
皆
亡
、
今
又
夫
汝
。
」
「
又
挙

六
子
失
。
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
布
美
は
竹
山
の
三
女
で
第
六
子
と
な
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
る
。
ま
た
『
食
陰
集
』
詩
集
「
央
女
布
美
三
首
」
に
「
七
孫
何
事
一
孫
無
。
」
と
、

自
注
に
「
余
夫
六
子
、
弟
夫
一
子
。
」
と
あ
る
の
で
、
明
和
三
年
ま
で
に
竹
山
が
六
子

を
得
て
お
り
同
年
ま
で
に
す
べ
て
死
亡
し
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
前
年
に
生
ま
れ
た
履

軒
の
長
子
も
こ
の
時
ま
で
に
死
亡
し
て
い
た
こ
と
、
履
軒
の
長
女
(
鹿
)
が
こ
の
時
点

で
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
『
懐
徳
堂
紀
年
』
明
和
三
年
(
一
七
六
六
)
に
「
正
月
二
十
八
、
竹
山
挙
女
布

美
。
十
一
月
二
十
七
日
夫
。
」
と
あ
る
。
ま
た
『
懐
徳
堂
先
哲
遣
事
』
に
「
蕉
園
ニ
ハ

三
兄
三
妨
ア
リ
タ
レ
ド
モ
、
相
継
ギ
テ
夫
折
シ
、
其
後
ニ
蕉
園
ガ
生
レ
タ
ル
コ
ト
故
・
:

・
:
」
と
あ
る
。予

喪
女
布
美
日
適
得
処
叔
憶
予
詩
撹
涙
和
二
首
(
『
食
陰
集
』
詩
集
)

来
詩
目
、
形
影
今
分
離
、
両
地
長
凄
酸
。
夜
夜
各
挑
灯
、
応
照
往
来
魂
。

又
目
、
夜
夜
魂
飛
去
、
夜
君
残
灯
辺
。
請
看
睡
覚
時
、
君
影
是
吾
身
。

爾
写
還
郷
夢
、
字
字
極
悲
酸
。
畳
知
屋
梁
外
、
別
有
不
帰
魂
。

其
二

女
死
猶
在
祷
、
挙
室
崎
枕
辺
。
新
詩
床
下
落
、
擬
為
阿
弟
身
。

無 老
。去

1' 0 頻 其 央
主日頻一女
;お砕代布
石 掌 慈 美
三~~珠樟三
EX 、首
子己中 ( 
。腸同
寸 )

断
仰
天
呼

我
子
未
筋
先
世
徳
、

七
孫
何
事
一
孫

其
二
代
内

家
人
夜
買
瓦
棺
還
、
揖
涙
停
暗
嘱
小
襲
。
手
製
香
繍
喜
玩
物
、
悉
心
収
集
着
棺

問。

其
三
自
述

懐
抱
為
家
乳
作
帳
、
小
講
未
弊
一
生
軽
。
全
愈
乃
父
餓
寒
迫
、
折
券
通
財
煩
友

生
。
愈
、
平
声
。
与
去
声
義
問
。

子
常
以
国
詩
寄
弔
走
筆
和
之
(
同
)

幾
度
蘭
芽
宮
、
霜
前
相
逐
擢
。
故
人
語
此
況
、
佳
句
解
蝕
哀
。

女
布
美
埋
銘
(
『
実
陰
集
』
文
集
)

0

0

0

0

0

0

0 

嵯
我
何
罪
子
天
。
我
三
男
二
女
皆
亡
。
今
又
夫
汝
。
号
為
明
和
、
歳
在
丙
成
。
汝

布
美
、
以
其
正
月
廿
八
日
生
。
而
死
於
十
一
月
廿
七
日
。
亦
胡
忽
諸
。
汝
比
他
児
、

晴
最
健
、
而
肌
膚
能
実
。
然
不
可
侍
鷲
、
則
亦
寛
不
可
侍
駕
。
哀
哉
。
抑
吾
聞
之

也
、
不
要
無
子
為
不
孝
。
我
既
婆
失
、
文
挙
六
子
失
。
其
不
育
、
天
也
。
我
獲
免

失
夫
。
銘
之
日
、

時
一
周
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汝
之
寿

汝
安
丘

我
在
疾

竹
山
の
四
男
(
第
7
子
)
蕉
園
(
一
七
六
七

i
一
八

O
三
)

『
箕
陰
集
』
詩
集
「
十
二
月
十
八
日
盤
吉
児
陣
日
」
に
見
え
る
「
盤
吉
児
」
が
蕉
園

で
あ
ろ
う
。
蕉
園
は
他
に
「
阿
厳
」
「
阿
盤
」
な
ど
の
呼
称
で
も
呼
ば
れ
る
。
蕉
園
の

壌
誌
(
「
中
井
家
歴
代
裏
事
録
」
)
に
「
以
明
和
丁
亥
十
二
月
十
八
日
生
」
「
享
和
発
亥

八
月
四
日
卒
、
年
三
十
有
七
」
と
あ
る
の
で
、
蕉
園
の
生
没
年
月
日
は
明
ら
か
。

な
お
『
懐
徳
堂
紀
年
』
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
に
「
冬
十
二
月
十
八
日
、
中
井
蕉



園
生
。
」
、
享
和
三
年
に
中
井
蕉
園
卒
。
」
と
あ
る
。

蕉
園
は
初
室
淡
輪
ヌ
イ
と
の
聞
に
一
男
を
設
け
た
が
夫
逝
、
継
室
川
北
氏
と
の
聞
に

一
男
一
女
を
設
け
た
が
男
児
は
天
逝
、
女
児
(
照
)
は
碩
果
の
養
女
と
し
て
稲
垣
見
立
へ

帰
い
だ
。
な
お
『
懐
徳
堂
考
』
が
蕉
園
の
継
室
を
「
北
川
氏
」
と
す
る
の
は
誤
倒
。

「
八
月
四
日
、

十
二
月
十
八
日
盤
吉
児
陣
日
(
『
箕
陰
集
』
詩
集
)

仮
此
別
歳
酒
、
開
児
昨
日
鑑
。
葛
巾
既
己
漉
、
寒
厨
聯
撃
鮮
。
小
橋
雄
不
麗
、
山

妻
預
斡
旋
。
豊
肌
襲
冬
服
、
扶
床
尚
傾
顛
。
賓
明
斉
笑
賀
、
婦
女
競
顕
憐
。
家
人

横
百
玩
。
参
差
列
児
前
。
不
願
取
干
支
、
方
属
承
平
化
。
朔
陸
近
授
甲
、
何
必
発

問
左
。
不
願
取
組
豆
、
礼
楽
崩
壊
辰
。
王
室
弁
髪
文
献
乏
。
覇
政
擦
儒
似
宙
腕
秦
。

不
願
取
簡
冊
、
括
読
家
書
膏
鋒
鏑
。
不
願
取
翰
墨
、
筆
補
造
化
終
無
益
。
不
願
取

貨
幣
、
方
兄
於
我
如
讐
敵
。
願
取
偶
勝
尋
常
資
、
目
下
随
分
且
遊
嬉
。
乃
公
不
論

他
年
業
、
為
龍
為
猪
任
汝
為
。

央
男
曽
弘
(
『
箕
陰
集
』
詩
集
)

天
欲
開
文
運
、
授
我
以
而
才
。
奪
年
何
太
早
、
文
運
寛
難
関
。
失
声
匪
私
働
、
併

為
日
東
為
。

竹
山
の
五
男
(
第
8
子
)
休
吉
(
一
七
六
八
1
一
七
六
九
)

『
実
陰
集
』
詩
集
「
休
吉
児
墳
志
」
に
「
児
之
生
也
、
歳
為
明
和
戊
子
(
一
七
六
八
)
、

月
為
仲
冬
、
日
為
長
至
之
島
。
於
今
為
第
二
子
。
」
「
其
蕩
也
、
歳
己
丑
、
月
季
夏
、
日

在
小
暑
前
一
日
。
嵯
哉
我
八
子
、
三
男
三
女
己
夫
。
而
今
亦
如
此
。
」
と
あ
る
。
故
に
、

休
吉
は
竹
山
の
第
八
子
で
五
男
。
竹
山
の
子
と
し
て
こ
の
と
き
唯
一
生
存
し
て
い
た
阿

厳
(
蕉
園
)
は
、
第
七
子
で
四
男
と
な
る
。
竹
山
は
連
年
の
男
児
出
産
を
「
両
年
両
度

懸
弧
喜
。
」
と
喜
ん
で
い
る
が
、
こ
の
男
児
も
生
後
半
年
ほ
ど
で
死
亡
し
た
。

な
お
『
懐
徳
堂
紀
年
』
明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
に
「
冬
十
一
月
、
竹
山
挙
男
休
吉
。
」

と
、
同
六
年
六
月
に
「
竹
山
男
休
吉
夫
。
」
と
あ
る
。
第
二
次
北
山
文
庫
「
蕉
園
年
譜

資
料
」
(
∞
。
。

5
巴
吋
叩
)
が
休
吉
を
明
和
六
年
生
と
す
る
の
は
誤
。

賀
子
商
挙
児
(
『
実
陰
集
』
詩
集
)

琴
惹
相
和
少
壮
時
、
桑
蓬
今
日
未
為
遅
。
階
庭
行
看
交
加
蔭
、
玉
樹
先
抽
第
一

校。

予
嘗
夫
六
子
去
年
挙
盤
士
ロ
児
今
年
挙
休
吉
児
習
之
有
詩
見
賀
依
韻
和
答
(
同
)

久
嵯
有
子
而
無
子
、
安
得
議
斯
与
君
似
。
即
今
全
医
断
後
腸
、
両
年
両
度
懸
弧

喜。
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喪
休
育
児
和
子
常
国
詩
(
同
)

謝
君
厚
誼
弔
擢
蘭
、
持
贈
一
篇
三
十
字
。
情
深
語
妙
泣
傍
人
、
況
又
千
秋
亭
下

涙。

休
士
ロ
児
横
誌
(
『
箕
陰
集
』
文
集
)

児
之
生
也
、
歳
失
明
和
戊
子
、
月
為
仲
冬
、
日
為
長
至
之
展
。
於
今
為
第
二
子
。

故
命
以
復
二
、
日
休
吉
。
其
揚
也
、
歳
己
丑
、
月
季
夏
、
日
在
小
暑
前
一
目
。
嵯

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

哉
。
我
八
子
、
三
男
三
女
巳
夫
、
而
今
亦
如
此
。
可
不
痛
慨
乎
。
其
将
痩
也
、
能

以
詩
。
其
辞
日
、

門
左
懸
弧
日
幾
何
、
槙
中
駿
玉
涙
湯
花
。
真
言
雛
雁
離
群
早
、
短
羽
相
随
地
下

多。



竹
山
の
六
男
(
第
9
子
)
午
吉
(
一
七
七

o
i
一
七
七
七
)

五
男
が
明
和
六
年
十
一
月
に
、
七
男
が
同
八
年
八
月
(
後
述
)
に
生
ま
れ
て
お
れ
ば
、

六
男
は
明
和
七
年
(
一
七
七

O
)
の
冬
頃
に
生
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
固
た

「
竹
山
居
士
去
歳
亡
両
嬰
今
葱
丁
酉
春
又
喪
午
童
一
働
作
此
詩
為
箕
」
の
詩
題
か
ら
、

午
士
ロ
が
安
永
六
年
に
死
亡
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
去
歳
亡
両
嬰
」
と
は
安
永
五
年
に

死
亡
し
た
八
男
阿
作
と
九
男
阿
末
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
懐
徳
堂
紀
年
』
安
永
六
年
(
一
七
七
七
)
「
竹
山
亡
児
午
吉
。
」
と
あ
る
。

竹
山
居
士
去
歳
亡
両
嬰
今
蕗
丁
酉
春
又
喪
午
童
一
働
作
此
詩
為
集

(
『
実
陰
集
』
詩
集
)

量
料
蘭
苗
春
又
萎
、
撫
床
双
一
候
乱
如
称
。
莫
言
居
土
多
夫
折
、
始
央
調
書
学
児

{
子
。
楓
、
音
風
。

竹
山
の
七
男
(
第
叩
子
)
碩
果
(
一
七
七
一

3
-
八
四

O
)

碩
果
は
通
称
を
「
七
郎
」
と
す
る
が
、
碩
果
と
同
年
に
生
ま
れ
た
履
軒
の
次
男
(
一

七
七
一

1
一
七
七
五
)
が
「
八
郎
」
と
呼
ば
れ
た
(
竹
山
「
介
婦
貞
曜
革
島
氏
墳
誌
」
)

の
は
、
竹
山
・
履
軒
兄
弟
の
男
児
を
通
算
し
た
も
の
か
。
た
だ
し
、
だ
と
す
れ
ば
明
和

二
年
に
生
ま
れ
夫
逝
し
た
履
軒
の
長
男
(
通
算
第
四
男
)
を
無
視
し
て
蕉
園
(
竹
山
の

四
男
、
通
算
第
五
男
)
を
「
四
郎
」
と
数
え
、
碩
果
を
「
七
郎
」
と
し
た
こ
と
と
な
る
。

な
お
『
懐
徳
堂
紀
年
』
明
和
八
年
(
一
七
七
一
)
は
「
是
歳
、
中
井
碩
果
生
。
」
と
、

天
保
十
一
年
に
「
春
三
月
二
十
四
日
、
碩
果
卒
。
」
と
あ
る
。
三
善
貞
司
編
『
大
阪
人

物
事
典
』
(
清
文
堂
、
二

O
O
O年
)
が
碩
果
を
竹
山
の
「
第
八
子
」
と
す
る
の
は
何

に
基
く
も
の
か
未
詳
。

テ
イ

碩
果
は
篠
田
梯
と
の
聞
に
一
男
八
女
を
設
け
た
が
、
長
男
震
太
郎
・
次
女
菅
・
三
女
梅

ウ
タ
オ
ン
タ

・
五
女
操
・
六
女
伏
は
夫
逝
。
長
女
綾
子
は
小
笠
原
孝
治
へ
、
四
女
歌
(
御
田
)
は
並
河

寒
泉
へ
、
七
女
腕
(
栗
)
は
篠
脇
正
元
へ
、
八
女
信
(
榛
。
羽
倉
敬
尚
の
祖
母
)
は
並
河

尚
教
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
い
だ
。

な
お
、
索
、
泉
と
歌
と
の
従
兄
妹
婚
に
よ
り
並
河
霜
(
中
井
桐
園
の
前
室
。
績
・
天
生
・

蘭
の
母
)
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
、
天
生
は
履
軒
の
曽
孫
(
履
軒
←
柚
園
←
桐
園
←
天

生
)
・
竹
山
の
義
理
の
曽
孫
(
竹
山
←
碩
果
←
養
子
桐
園
←
天
生
)
で
あ
る
と
同
時
に
、

母
方
か
ら
は
竹
山
の
玄
孫
(
竹
山
←
刀
自
←
寒
泉
←
霜
←
天
生
、
か
つ
竹
山
←
碩
果
←

歌
←
霜
←
天
生
)
と
な
る
。
ま
た
綾
子
は
小
笠
原
春
(
順
と
も
。
桐
園
の
後
室
。
二
郎

-
一
一
一
二
・
終
子
の
母
)
を
生
ん
で
い
る
の
で
、
終
子
は
父
系
と
し
て
は
天
生
と
同
じ
く
履

軒
の
曽
孫
・
竹
山
の
義
理
の
曽
孫
で
あ
る
と
同
時
に
、
母
方
か
ら
は
竹
山
の
玄
孫
(
竹

山
←
碩
果
←
綾
子
←
春
←
終
子
)
で
も
あ
る
。
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並
河
尚
誠

一T
1
1並
河
寒
泉

「
中
井
刀
自
〒
|
|
並
河
霜

「
中
井
竹
山
ム
「
中
井
歌
〒
|
中
井
天
生
:
・
(
養
女
)
終
子

一

「

中

井

碩

果

+
:
j
i
-
-
(養
子
)
桐
園

一

「

中

井

競

子

干

|

中

井

終

子

(

天

生

養

女

)

一

〒

|

|

小

笠

原

春

一

小

笠

原

孝

治

「
中
井
履
軒
|
中
井
柚
園
1

中
井
桐
圏
(
碩
果
養
子
)

天
生
・
終
子
は
異
母
兄
妹
で
あ
る
と
同
時
に
再
従
兄
妹
で
も
あ
り
、
竹
山
・
履
軒
の
血

を
最
も
濃
厚
に
継
ぐ
者
で
あ
っ
て
、
彼
ら
を
単
に
「
履
軒
の
曽
孫
」
と
の
み
称
す
る
の



は
充
分
で
は
な
か
ろ
う
。

介
婦
貞
曜
革
島
氏
擁
誌
(
『
実
陰
集
』
文
集
・
「
中
井
家
歴
代
裏
事
録
)

婦
議
三
輪
、
姓
源
。
世
為
京
師
之
野
草
島
邑
著
姓
。
因
氏
駕
。
其
失
芽
華
則
久
世
矢
。

十
世
之
上
、
蓋
分
系
於
吾
婦
家
云
。
故
予
得
撰
以
ト
柔
日
於
弟
処
叔
名
積
徳
。
雄

不
及
於
男
、
而
事
姑
家
婦
、
孝
敬
以
穆
、
恩
如
母
子
姉
妹
。
既
而
従
夫
子
寓
長
港
、

0

0

0

0

0 

来
往
恰
知
、
猶
前
日
也
。
然
若
喪
姑
侍
、
前
後
又
天
男
女
子
二
。
忽
忽
不
楽
、
安

永
紀
元
之
冬
息
風
療
、
荏
再
至
大
疾
、
以
二
年
夏
四
月
十
有
八
日
終
。
齢
初
二
十

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

有
七
。
端
在
吾
先
埜
側
。
所
生
季
之
存
者
日
八
郎
、
三
歳
。
塵
虞
水
火
於
新
乳
者
。

家
素
清
妻
、
生
無
以
飾
容
、
死
無
以
備
礼
。
弟
亦
晩
昏
蚤
持
。
是
皆
可
哀
突
。
代

名
以
貞
曜
、
随
系
之
銘
。

竹
山
の
四
女
(
第
日
子
)
三
寿
(
一
七
七
ニ

i
一
七
七
三
)

「
祭
女
三
寿
文
」
(
文
集
、
安
永
二
年
(
一
七
七
三
)
閏
三
月
庚
午
、
竹
山
四
十
四

歳
)
に
「
積
旬
二
十
有
五
」
と
あ
り
、
三
寿
は
安
永
元
年
(
一
七
七
二
)
生
と
な
る
。

「
祭
女
三
寿
文
」
は
「
汝
之
三
兄
二
姉
」
が
夫
逝
し
た
こ
と
を
述
べ
、
つ
い
で
「
後

挙
玉
子
」
の
う
ち
「
三
子
」
が
生
存
、
「
二
子
」
が
没
し
た
と
す
る
。
よ
っ
て
三
寿
は

竹
山
の
四
女
で
第
十
一
子
と
な
る
。
安
永
二
年
時
点
で
没
し
て
い
た
コ
一
子
」
は
布
美

と
休
吉
。
同
文
は
ま
た
「
既
有
三
男
、
後
嗣
以
因
。
」
と
す
る
が
、
安
永
二
年
閏
三
月

の
時
点
で
生
存
し
て
い
た
コ
二
男
」
と
は
四
男
蕉
園

(
7
歳
)
・
六
男
午
吉

(
6
歳
)
・

七
男
碩
果

(
2
歳)。

「
布
美
」
に
対
し
て
「
我
三
男
二
女
皆
亡
、
今
又
天
汝
。
」
と
述
べ
て
お
れ
ば
、
布

美
が
三
女
で
あ
る
こ
と
は
動
か
せ
ま
い
。
四
女
以
降
で
あ
る
三
寿
が
天
逝
し
て
お
り
刀

自
と
同
一
人
物
で
は
な
い
以
上
、
刀
自
は
す
く
な
く
と
も
五
女
以
降
と
な
る
。
す
な
わ

ち
闇
冒
頭
に
て
述
べ
た
よ
う
に
、
丸
川
松
陰
が
竹
山
の
壌
志
に
「
九
男
四
女
」
と
記
し
た

の
は
疑
問
。

喪
幼
女
三
寿
(
『
箕
陰
集
』
詩
集
)

男
承
家
世
一
経
足
、
有
女
無
那
壷
具
資
。
蒼
天
蚤
識
窮
知
此
、
不
奪
男
児
奪
女

児。

祭
女
三
寿
文
(
『
佳
央
陰
集
』
文
集
)

0

0

0

0

0

0

0

0 

維
歳
之
笑
巳
、
暮
春
之
閏
、
日
之
庚
午
。
阿
参
竹
山
居
士
実
子
幼
女
三
寿
瓦
棺
前
。

以
菓
一
盤
茶
一
童
、
揖
沸
告
之
日
、
鳴
暢
汝
之
凍
平
天
、
而
為
人
子
、
為
人
妹
、

0

0

0

0

0

0 

産
麗
駕
積
旬
二
十
有
五
。
擢
惹
瀬
、
殿
匝
珠
、
天
性
所
存
、
何
必
倣
鍾
情
於
夷
甫
。

0

0

0

0

0

0 

抑
心
乎
窃
有
感
駕
、
初
汝
之
三
兄
二
姉
、
嬰
抱
相
継
市
故
。
緩
急
百
状
、
皆
同
一

病
。
時
有
一
医
士
云
、
「
育
之
不
易
、
多
係
阿
母
。
胞
固
成
娘
、
乳
或
醸
癒
。
」
再

0

0

0

0 

占
夢
祥
、
請
試
暗
於
佑
。
事
類
厭
勝
、
信
与
疑
伍
。
後
挙
玉
子
、
其
二
自
鞠
、
而

三
買
妨
者
。
三
子
皆
遂
、
二
子
踏
覆
轍
之
忽
遁
。
親
朋
同
辞
、
嘆
於
医
言
之
弗
誤
。

汝
之
初
胎
、
予
有
東
海
之
挙
、
嘱
汝
母
目
、
高
陽
弊
衣
之
鬼
来
自
韓
氏
、
久
客
子

我
。
磨
市
不
出
、
動
息
必
与
我
倶
。
乃
知
斯
辞
亦
且
倦
。
而
甘
頼
之
益
難
措
。
仮

令
無
埋
児
之
激
、
且
殺
冗
費
於
何
物
乳
掘
。
損
卑
而
益
尊
、
量
神
所
悪
。
及
還
則

門
右
己
設
悦
、
販
声
弧
弧
。
家
人
姑
名
以
三
寿
、
以
沓
於
予
。
予
目
、
善
失
命
之
。

未
希
中
之
与
上
、
我
足
於
其
下
。
荘
子
、
上
寿
百
歳
、
中
寿
八
十
、
下
寿
六
十
。
巴
而
充

膚
豊
肉
、
日
夕
健
晴
、
老
慈
鍾
愛
、
毎
謂
予
目
、
「
蹴
氏
手
鞠
之
知
輩
、
無
復
可

憧
。
既
有
三
男
、
後
嗣
以
因
。
天
寵
老
婦
、
復
添
孫
女
。
」
慰
吾
目
前
、
環
不
如

瓦
。
予
亦
以
為
得
計
、
自
安
故
歩
。
賀
者
出
門
、
弔
者
望
問
。
今
而
一
疾
、
弗
輿

弗
籍
、
匪
天
降
災
、
実
我
殺
汝
。
非
我
也
、
五
窮
合
謀
、
這
其
毒
痛
、
鬼
今
鬼
令
。

傷
哉
貧
乎
。
又
自
謂
、
我
之
観
斯
問
、
固
夙
之
所
悟
。
凡
世
之
吉
凶
慶
殊
、
不
彼
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則
此
遇
。
通
人
達
観
、
復
異
控
訴
。
崇
高
之
位
、
重
門
而
層
闇
。
尚
不
禁
闘
入
於

二
竪
。
況
乎
茅
茨
之
底
、
激
溢
卑
湿
。
悲
抵
触
於
霧
露
、
煩
祷
之
深
、
以
万
其
寿

駕
。
尚
有
短
折
之
虞
。
況
乎
唯
三
其
寿
駕
、
昂
怪
乎
其
不
。
瞭
曙
不
祭
之
鷹
、
恩

情
永
謝
、
哀
哉
哀
哉
。
尚
一
饗
以
去
。

竹
山
の
八
男
(
第
ロ
子
)
阿
作
(
一
七
七
四
i
一
七
七
六
)

「
幼
児
阿
作
埋
銘
」
に
よ
り
、
阿
作
な
る
子
が
安
永
五
年
七
月
四
日
に
病
死
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。
「
生
塵
三
稔
。
」
と
あ
る
の
で
、
安
永
三
年
(
一
七
七
四
)
頃
の
生
か
。

三
寿
と
阿
作
と
の
聞
に
子
が
無
け
れ
ば
、
阿
作
は
竹
山
の
八
男
で
第
十
二
子
と
な
る
。

な
お
『
懐
徳
堂
紀
年
』
安
永
五
年
七
月
に
「
亡
阿
作
。
」
と
あ
る
。

幼
児
阿
作
埋
銘
(
『
箕
陰
集
』
文
集
)

0

0

0 

天
欄
吾
貧
、
既
減
我
姓
。
是
歳
春
夫
末
児
。
作
汝
又
死
、
胡
然
亡
幸
。
安
永
暦
玉
、

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

支
申
干
丙
、
日
維
初
四
、
月
属
孟
秋
。
革
島
氏
之
出
、
氏
為
中
井
。
生
産
三
稔
、

酷
哉
一
病
、
有
慧
不
年
、
命
乎
維
命
。
家
人
撫
床
、
号
働
気
硬
、
虞
棺
以
室
、
東

闘
之
墳
。
喜
而
銘
者
、
乃
父
伯
慶
。

竹
山
の
九
男
(
第
日
子
)
阿
末
こ
七
七
五

5
一
七
七
六
)

「
阿
末
児
埋
銘
」
に
よ
り
阿
末
は
安
永
田
年
生
、
同
五
年
二
月
二
十
四
日
没
と
な
る
。

竹
山
の
九
男
で
第
十
三
子
か
。

な
お
『
懐
徳
堂
紀
年
』
安
永
五
年
二
月
に
「
竹
山
亡
児
阿
末
。
」
と
あ
る
。

阿
末
児
埋
銘
(
『
箕
陰
集
』
文
集
)

0

0

0

0

0

0 

末
耶
末
耶
、
、
橘
家
季
父
、
名
積
善
。
母
源
氏
、
乙
米
懸
弧
、
丙
申
夫
。
是
日
廿
四
、

月
是
一
。
一
。
先
璃
松
椴
、
一
掬
土
瓦
、
棺
以
窪
子
巳
失
。

竹
山
の
五
女
(
第
叫
子
)
万
自
(
一
七
七
七

1
一
八
O
三
)

竹
山
の
墳
誌
に
「

J

平
和
帰
並
河
尚
誠
、
生
二
男
一
女
而
亡
。
」
と
あ
り
、
三
女
布
美
、

四
女
三
寿
と
す
れ
ば
刀
自
は
第
五
女
以
降
と
な
る
。
三
寿
・
阿
作
・
阿
末
と
刀
自
と
の
聞

に
子
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
ず
、
刀
自
は
竹
山
の
五
女
で
第
十
四
子
と
な
ろ
う
。
誓

願
寺
の
墓
石
に
「
享
和
三
年
発
亥
六
月
五
日
卒
」
と
あ
る
。

年
表
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宝
暦
6
(
一
七
五
六
)
革
島
順
(
国
歳
)
が
中
井
竹
山
(
幻
歳
)
に
帰
ぐ
。

同

年

日

月

竹

山

長

男

(

第

1
子
)
生
。
旬
余
に
し
て
没
。

宝
暦
8
(
一
七
五
人
)
春
竹
山
次
男
(
第
2
子
)
生
。
夏
ま
で
に
没
。

同
年

6
月
口
日
竹
山
父
聾
庵
(
随
歳
)
没
。

宝
暦
日
(
一
七
六
一
)
前
半
竹
山
長
女
(
第
3
子
)
生
。

同

年

後

半

竹

山

長

女

(

満

7

月

)

没

。

宝
暦
ロ
(
一
七
六
二
)
7
月

竹

山

三

男

(

第

4
子
)
阿
蘇
生
。

宝
暦
日
(
一
七
六
三
)
3
月

阿

蘇

(
2
歳
)
没
。

明
和
元
(
一
七
六
四
)
5
月
竹
山
次
女
(
第
5
子
)
阿
総
生
。

同
年

4
月
2
日
阿
紙
(
2
歳
)
没
。

明
和
3
(
一
七
六
六
)
正
月
お
日
竹
山
三
女
(
第
6
子
)
布
美
生
。

同

年

U

月

幻

日

布

美

〈

当

歳

)

没

。



明
和
4
(
一
七
六
七
)
ロ
月
日
日
竹
山
四
男
(
第
7
子
)
蕉
園
(
阿
厳
)
生
。

明
和
5
(
一
七
六
八
)
日
月
日
日
竹
山
王
男
(
第
8
子
)
休
吉
生
。

明
和
6
(
一
七
六
九
)
6
月
3
日
休
吉
(
2
歳
)
没
。

明
和
7
(
一
七
七

O
)
冬

竹

山

六

男

(

第

9
子
)
午
吉
生
。

明
和
8
(
一
七
七
一

)
8
月
竹
山
七
男
(
第
山
子
)
碩
果
生
。

安
永
元
(
一
七
七
二
)
8
月
頃
竹
山
四
女
(
第
日
子
)
三
寿
生
。

安
永
2
(
一
七
七
三
)
閏
3
月
U
日
三
寿
(
2
歳
、
満
お
旬
)
没
。

安
永
3
(
一
七
七
四
)
竹
山
八
男
(
第
四
子
)
阿
作
生
。

安
永
4
(
一
七
七
五
)
竹
山
九
男
(
第
日
子
)
阿
末
生
。

安
永
5
(
一
七
七
六
)
2
月
M
日
阿
末
(
2
歳
)
没
。

同
年

7
月
4
日
阿
作
(
3
歳
)
没
。

安
永
6
(
一
七
七
七
)
春
午
吉
(
8
歳
)
没
。

同

年

日

月

竹

山

玉

女

(

第

叫

子

)

万

自

生

。

天
明
5
(
一
七
八
五
)
8
月
初
日
竹
山
母
植
村
早
(
日
歳
)
没
。

寛
政
元
(
一
七
八
九
)
4
月
1
日
竹
山
妻
革
島
順
(
羽
歳
)
没
。

享
和
3
(
一
八

O
三
)
8
月
4
日
蕉
園
(
幻
歳
)
没
。

同
年

8
月
日
日
刀
自
(
幻
歳
)
没
。

文
化
元
(
一
八

O
四
)
2
月
5
日
竹
山
(
百
歳
)
没
。
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)




